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野
戦
郵
便
で
送
ら
れ
た
こ
の
郵
送
記
事
は
、
ほ
ぼ
一
ヶ
月
の
長
旅
を
経
て
、
八
月
四
日
の
『
九
州
日
報
』
に
掲

載
さ
れ
た
。

3　

鷗
外
と
「
情
報
」

鷗
外
造
語
説

　

森
鷗
外
（
林
太
郎
）
は
、
小
説
や
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（Clausew

itz

）
の
『
戦
争
論
（Ü

ber den K
riege

）』

を
訳
し
た
文
中
で
、「
情
報
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
戦
後
に
な
っ
て
情
報
社
会
が
到
来
し
た

さ
い
に
、
鷗
外
が
最
初
に
「
情
報
」
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
や
、
願
望
を
裏
付
け
る
役
割
り
を
担

い
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
私
が
「
情
報
」
と
い
う
語
の
用
例
を
調
べ
始
め
る
ま
で
、

そ
の
語
源
に
つ
い
て
は
森
鷗
外
が
造
語
し
た
と
す
る
説
が
一
般
的
で
、
い
ま
で
も
そ
う
信
じ
こ
ん
で
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
。

　

日
本
銀
行
の
理
事
な
ど
を
務
め
、
森
鷗
外
の
研
究
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
吉
野
俊
彦
は
、『
週
刊
東
洋
経
済
』

の
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
一
月
二
一
日
号
に
、

近
頃
、
情
報
ば
や
り
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
「
情
報
」
と
い
う
語
は
日
本
で
誰
が
使
い
始
め
た
の
か
、
特
に
鷗
外
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が
使
っ
て
い
た
か
ど
う
か
調
べ
て
く
れ
と
い
う
依
頼
が
、
こ
こ
三
年
間
に
数
件
あ
っ
た
。

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
刊
行
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
講

座
『
情
報
と
認
識
』
を
見
る
と
、
九
州
大
学
の
北
川
敏
男
（
統
計
学
、
情
報
科
学
）
が
、

情
と
報
と
を
結
び
つ
け
た
情
報
と
い
う
語
は
、
日
本
語
の
世
界
で
は
、
そ
う
古
い
も
の
で
は
な
く
、
森
鷗
外
あ

た
り
の
造
語
と
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

と
書
い
て
お
り
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
、「
情
報
」
と
い
う
語
の
鷗
外
造
語
説
が
流る

布ふ

し
て
い
た
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
に
小
学
館
が
刊
行
し
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
十
巻
の
「
情

報
」
の
項
に
、
鷗
外
が
『
藤ふ
じ

鞆ど
も

絵え

』
で
「
情
報
」
と
い
う
語
を
用
い
た
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が

噂
の
引
き
金
の
一
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　

日
本
医
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
だ
っ
た
長
山
泰た
い

介す
け

は
、「
情
報
」
と
い
う
語
の
起
源
を
極
め
て
大
雑
把
に
調
べ

た
上
で
、『
ド
ク
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
の
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
九
月
号
に
、
鷗
外
が
一
八
八
七
（
明
治

二
〇
）
年
前
後
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
『
戦
争
論
』
を
翻
訳
し
た
際
に
造
語
し
た
の
が
最
初
で
は
な
い
か
と
い

う
、
鷗
外
造
語
説
を
公
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
は
未
だ
に
何
も
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
論
文
で
長
山
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
単
な
る
予
想
に
過
ぎ
な
い
。
前
節
で
そ
の
一
例
を
示
し
た
よ
う



₃　鷗外と「情報」　94

に
、
そ
の
後
、
こ
の
説
に
対
す
る
異
論
が
い
く
つ
か
出
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
『
戦
争
論
』
の
訳
本
の

出
版
時
に
す
で
に
「
情
報
」
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
頃
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
検
証
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

鷗
外
翻
訳
の
い
き
さ
つ

　

森
鷗
外
は
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
時
に
、
ベ
ル
リ
ン
陸
軍
大
学
校
に
留
学
し
て
い
た
早
川
（
後
に
姓
を
田

村
に
戻
し
て
い
る
）
怡い

与よ

造ぞ
う

に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
『
戦
争
論
』
の
講
釈
を
し
、
そ
の
時
に
巻
一
の
過
半
を
訳

し
た
。
こ
の
時
の
よ
う
す
は
、
鷗
外
の
『
独ド
イ
ツ逸
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
月
）
十
八
日
。
夜
早
川
来
る
。
余
為
め
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヰ
ツ
ツ
の
兵
書
を
講
ず
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヰ
ツ
ツ
は
兵
事
哲
学
者
と
も
謂い

ふ
可べ

き
人
な
り
。
其
書
文ぶ
ん

旨し

深し
ん

邃す
い

、
独
逸
留
学
の
日
本
将
校
等
能
く

之
を
解
す
る
こ
と
寡す
く
なし
。
是
よ
り
早
川
の
為
め
に
講こ
う

筵え
ん

を
開
く
こ
と
毎
週
二
回
。

　

鷗
外
は
、
そ
の
十
年
ほ
ど
後
に
第
十
二
師
団
の
軍
医
部
長
と
し
て
小
倉
に
転
勤
に
な
っ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
の

い
き
さ
つ
を
知
っ
て
い
た
師
団
長
の
井
上
光ひ
か
る

中
将
や
、
参
謀
長
だ
っ
た
山
根
武た
け

亮す
け

大
佐
の
勧
め
で
、
一
八
九
九

（
明
治
三
二
）
年
一
二
月
か
ら
将
校
の
ク
ラ
ブ
で
あ
る
偕
行
社
で
こ
の
本
の
講
釈
を
始
め
、
訳
本
の
準
備
に
取
り
か

か
っ
た
。
巻
二
ま
で
の
訳
出
分
は
、
北
清
事
変
直
後
の
一
九
〇
一
（
同
三
四
）
年
六
月
に
『
戦
論
』
と
い
う
題
名
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で
第
十
二
師
団
司
令
部
か
ら
石
版
印
刷
さ
れ
、
関
係
方
面
に
配
布
さ
れ
た
。

　

一
方
、
陸
軍
士
官
学
校
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
訳
本
か
ら
重
ち
よ
う

訳や
く

作
業
を
進
め
、
同
年
九
月
以
降
に
『
大
戦
学
理
』

と
名
付
け
て
、
巻
三
、
四
、
五
、
六
上
を
出
版
し
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
鷗
外
は
、
巻
三
の
途
中
で
『
戦
争

論
』
の
翻
訳
を
断
念
し
た
。
陸
軍
士
官
学
校
が
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
軍
事
哲
学
の
精
髄
を
飛
ば
し
て
途
中
の

巻
か
ら
訳
出
し
た
の
は
、
鷗
外
の
翻
訳
作
業
と
は
無
関
係
だ
っ
た
よ
う
で
、
日
本
近
現
代
史
学
者
の
大
江
志し

乃の

夫ぶ

に
よ
れ
ば
、
陸
軍
で
は
『
戦
争
論
』
の
各
論
に
す
ぎ
な
い
巻
三
以
下
に
し
か
興
味
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う

〔『
日
本
の
参
謀
本
部
』
一
九
八
五
年
、
中
央
公
論
社
〕。

　

鷗
外
が
訳
し
た
巻
一
、
二
と
、
陸
軍
士
官
学
校
が
重
訳
し
た
巻
三
以
降
の
双
方
は
、
合
わ
せ
た
形
で
一
九
〇
三

（
同
三
六
）
年
一
一
月
に
、
軍
事
教
育
会
か
ら
改
め
て
『
大
戦
学
理
』
と
い
う
題
で
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、『
門
司

新
報
』
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
か
ら
『
戦
論
』
と
題
し
て
、
鷗
外
の
訳
文
を
連
日
掲
載
し
た
。

鷗
外
と
「
状
報
」

　
『
大
戦
学
理
』
巻
一
の
六
章
「
戦
の
情
報
」（N

achrichten im
 K

riege

）
の
冒
頭
に
、

情
報
と
は
、
敵
と
敵
国
と
に
関
す
る
我
智
識
の
全
体
を
謂い

ふ
。

　
　
（M

it dem
 W

orte N
achrichten bezeichnen w

ir die ganze K
enntnis, w

elche m
an von dem

 
Feinde und seinem

 Lande hat, also die Grundlage aller eigenen Ideen und H
andlungen.

）
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と
い
う
定
義
の
訳
が
あ
る
。
添
え
た
原
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
情
報
」
の
原
語
は N

achrichten 

で
あ
る

が
、
大
島
進
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
前
の
三
章
「
軍
事
上
の
天
才
」
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
一
箇
所
だ
け 

N
achrichten 

が
「
情
報
」
で
な
く
、「
状
報
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
は
偶
然
の
境
界
な
り
。
人
の
事
業
中
常
に
偶
然
と
相
触
る
ゝ
者
戦
に
如し

く
は
無
し
。
故
に
偶
然
の
為
に
多

く
余
地
を
存
せ
ざ
る
可べ

か
ら
ざ
る
こ
と
も
亦
戦
に
如
く
は
無
し
。
偶
然
は
諸
状
況
を
し
て
其
不
確
実
の
度
を
加

へ
し
め
、
又
事
業
の
進
捗
を
阻そ

碍が
い

す
る
者
な
り
。

　

彼
の
諸
状
報
及
び
諸
予
想
の
不
確
実
と
此
の
偶
然
の
頻し
き
りり
に
来
る
こ
と
と
は
、
戦
者
を
し
て
常
に
其
遇あ

ふ
所

の
其
の
期
す
る
所
に
異
な
る
を
感
ぜ
し
む
。

　

大
島
進
に
よ
れ
ば
、『
戦
論
』
が
『
大
戦
学
理
』
に
含
ま
れ
た
時
に
一
部
の
語
句
に
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
て
、

「
状
報
」
が
「
情
報
」
に
改
め
ら
れ
た
部
分
が
他
に
も
あ
る
と
い
う
〔
一
九
九
〇
年
、
情
報
処
理
学
会
第
四
〇
回
全
国

大
会
〕。

　

こ
の
よ
う
に
、
確
か
に
鷗
外
は
『
戦
論
』
な
い
し
は
『
大
戦
学
理
』
で
「
情
報
」
お
よ
び
「
状
報
」
と
い
う
語

を
訳
語
と
し
て
用
い
て
お
り
、
も
し
造
語
し
た
と
す
れ
ば
、
早
く
て
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
し
か
し
、
す
で
に
「
情
報
」
と
い
う
語
を
用
い
た
訳
書
が
一
八
七
六
（
同
九
）
年
と
一
八
七
八
（
同
一

一
）
年
に
出
版
さ
れ
、
ま
た
、
一
八
八
二
（
同
一
五
）
年
に
は
『
野
外
演
習
軌
典
』
に
「
情
報
」
が
採
用
さ
れ
て
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い
る
。
鷗
外
が
医
学
校
の
本
科
を
十
九
歳
で
卒
業
し
た
の
が
一
八
八
一
年
で
あ
り
、
鷗
外
造
語
説
は
成
立
し
な
い
。

鷗
外
が
早
川
に
講
釈
し
た
一
八
八
七
（
同
二
〇
）
年
頃
に
は
、
す
で
に
陸
軍
内
で
「
情
報
」
と
い
う
語
が
定
着
し

て
お
り
、
む
し
ろ
、
早
川
を
通
し
て
鷗
外
が
「
情
報
」
と
い
う
語
を
知
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
。

鷗
外
と
造
語

　

国
文
学
者
で
あ
る
小
島
憲の
り

之ゆ
き

は
、『
こ
と
ば
の
重
み

―
鷗
外
の
謎
を
解
く
漢
語
』〔
一
九
八
四
年
、
新
潮
社
〕
の

中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

一
般
の
社
会
人
、
民
間
人
た
ち
を
「
地
方
人
」
と
呼
ぶ
の
が
常
だ
っ
た
軍
隊
用
語
の
威
圧
と
お
ご
り
の
構
造
の

な
か
に
、
到
底
つ
い
て
行
か
れ
ぬ
思
い
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
、
入
隊
後
間
も
な
い
こ
ろ
、
顔
を
洗
う
べ
き
「
洗

面
所
」
な
ら
ぬ
「
面
洗
所
」
の
物
か
げ
に
ひ
そ
ん
で
、
こ
う
し
た
軍
隊
用
語
の
造
語
者
の
有
力
な
一
人
で
あ
っ

た
か
と
い
う
軍
医
森
鷗
外
を
ど
ん
な
に
恨
ん
だ
こ
と
か
。

　

こ
れ
を
読
む
と
、
あ
た
か
も
鷗
外
が
多
く
の
用
語
を
造
語
し
て
い
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。

　

し
か
し
、『
鷗
外
全
集
』
の
第
十
七
巻
〔
一
九
二
四
年
、
岩
波
書
店
〕
に
あ
る
編
纂
者
（
入
沢
達
吉
、
壯
司
秋
次
郎
）

の
辞
に
は
、
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さ
て
少
し
落
つ
い
て
字
を
ひ
ろ
つ
て
行
く
と
、
忽た
ち
まち
奇
怪
な
用
字
に
ぶ
つ
つ
か
る
。
こ
れ
は
何
か
の
間
違
で
あ

ら
う
と
思
つ
て
、
貧
弱
な
古
字
引
に
当
つ
て
見
る
と
、
豈あ
に

計
ら
ん
や
如
何
に
も
歴
と
し
た
故
事
の
あ
る
、
而し

か

も
字
画
の
正
し
い
熟
語
で
あ
る
。

と
あ
り
、
鷗
外
が
漢
籍
か
ら
多
く
の
熟
語
を
引
用
し
て
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

鷗
外
が
造
語
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
吉
野
俊
彦
に
直
接
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）

年
に
鷗
外
が
雑
誌
『
め
さ
ま
し
草　

ま
き
の
三
』
に
掲
載
し
た
、『
西
楽
と
幸
田
氏
と
』
と
い
う
随
筆
を
教
示
さ

れ
た
。
こ
れ
は
鷗
外
が
西
楽
、
す
な
わ
ち
西
洋
音
楽
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
中
で
用
い
た
用

語
に
つ
い
て
、

用
語
の
或
は
妥
お
だ
や
かな
ら
ざ
る
は
、
我
国
な
ほ
西
楽
に
関
す
る
学
問
上
の
記
述
少
く
、
わ
れ
を
し
て
屡
し
ば
し
ば

已や

む
こ
と

を
得
ず
し
て
造
語
せ
し
め
し
に
よ
る
。
読
者
幸
い
に
正
せ
。

と
記
し
、
結
び
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
学
問
的
に
記
述
し

た
も
の
が
少
な
く
、
こ
こ
で
は
や
む
を
得
ず
造
語
し
た
も
の
が
あ
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
逆
に
鷗
外
は
、
他
で
は
ほ
と
ん
ど
造
語
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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『
戦
論
』
の
貢
献
度

　

鷗
外
造
語
説
が
否
定
さ
れ
る
と
、
今
度
は
、
鷗
外
が
「
情
報
」
と
い
う
語
を
普
及
さ
せ
た
と
い
う
記
述
が
目
に

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
鷗
外
が
「
情
報
」
と
い
う
語
の
普
及
に
ど
れ
だ
け
寄
与
し
た
か
と
い
え
ば
、
大

方
の
期
待
に
反
し
て
そ
の
貢
献
度
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
み
な
し
て
よ
い
。

　

鷗
外
が
「
情
報
」
を
最
初
に
用
い
た
書
物
は
『
戦
論
』
お
よ
び
『
大
戦
学
理
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
出
版
さ

れ
た
時
に
は
す
で
に
「
情
報
」
と
い
う
語
が
新
聞
や
辞
書
に
現
れ
て
い
て
、
か
な
り
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
は
こ

の
章
と
次
章
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、『
大
戦
学
理
』
は
陸
軍
が
出
版
し
た
兵
書
で
あ
り
、
一
般
の
人
が
手
に
す
る
よ
う
な
本
で
は
な
い
。

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
原
本
そ
の
も
の
は
量
が
多
い
上
に
、
非
常
に
難
解
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
独

逸
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
早
川
が
鷗
外
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ビ
ッ
ツ
の
『
戦
争
論
』
を
講
釈
す
る
よ
う
依
頼

し
た
の
は
、
こ
の
難
解
さ
に
よ
る
。
早
川
の
よ
う
な
有
能
な
陸
軍
軍
人
の
語
学
力
を
し
て
も
、
そ
の
内
容
を
理
解

し
か
ね
た
の
で
あ
る
。

　

防
衛
大
学
校
の
川
村
康
之
（
国
防
論
）
は
、『
図
解
雑
学　

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
戦
争
論
』〔
二
〇
〇
四
年
、
ナ

ツ
メ
社
〕
の
中
で
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

『
戦
争
論
』
は
『
孫
子
』
と
と
も
に
世
界
的
に
有
名
な
軍
事
古
典
だ
が
、
多
く
の
人
が
読
み
こ
な
せ
な
く
て
サ

ジ
を
投
げ
た
難
解
な
書
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
一
世
を
風ふ
う

靡び
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し
て
い
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
を
適
用
し
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
抽
象
（
観
念
的
な
絶
対
的
戦

争
）
と
現
実
（
現
実
の
戦
争
）
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
戦
争
の
本
質
へ
近
づ
い
て
い
く
論
理
構
成
ゆ
え
に
、
文
章

描
写
は
結
果
と
し
て
非
常
に
難
し
く
な
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
軍
人
で
も
、『
大
戦
学
理
』
を
読
ん
で
理
解
し
た
人
は
少
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
理
論
は
、
防
禦
よ
り
も
攻
撃
を
優
先
す
る
陸
軍
の
軍
事
方
針
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
た
め

に
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
ず
、
日
本
の
戦
前
の
軍
事
書
で
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
一

一
（
明
治
四
四
）
年
に
兵
事
雑
誌
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
戦
略
戦
術
詳
解
』
は
日
本
陸
軍
が
残
し
た
最
大
の
戦
略

戦
術
参
考
書
で
あ
る
が
、『
大
戦
学
理
』
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
〔
前
原
透
『
日
本
陸
軍
用
兵
思
想

史
』
一
九
九
四
年
、
天
狼
書
店
〕。

　
『
軍
務
局
長
武
藤
章
回
想
録
』〔
上
じ
よ
う

法ほ
う

快よ
し

男お

編
、
一
九
八
一
年
、
芙
蓉
書
房
〕
に
よ
れ
ば
、
武
藤
は
一
九
二
九
（
昭
和

四
）
年
に
陸
軍
大
学
校
の
専
攻
学
生
と
な
っ
て
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
孫
子
と
の
比
較
研
究
」
を
行
い
、
そ
の

成
果
は
、
後
に
『
偕
行
社
記
事
』〔
一
九
三
三
年
、
七
〇
五
号
巻
末
附
録
〕
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
日
本
兵
学
界

に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
孫
子
が
再
熱
的
に
論
議
の
的
と
な
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
が
、
日
中
戦
争
の
当
初
に
作

戦
課
長
だ
っ
た
武
藤
が
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
理
論
を
ど
れ
だ
け
活
か
し
た
の
か
、
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
。

馬
込
の
『
戦
争
論
』
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日
本
で
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
『
戦
争
論
』
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
む
し
ろ
軍
人
で
は
な
く
、
左
翼
の
思
想

家
た
ち
だ
っ
た
。
一
九
三
一
―
二
（
昭
和
六
―
七
）
年
に
南
北
書
院
か
ら
訳
書
『
戦
争
論
』
を
出
版
し
た
馬こ
ま

込ご
め

健

之
助
（
淡だ
ん

徳
三
郎
）
は
、
訳
者
序
言
の
中
で
次
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
吾
々
に
と
つ
て
興
味
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
軍
事
専
門
家
に
よ
つ
て
重
ん
じ
ら
れ
て
ゐ

る
為
ば
か
り
で
は
な
い
。
彼
は
又
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
を
始
め
、
多
く
の
共
産
主
義
者
達

の
細
大
の
関
心
の
対
象
と
も
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
所
論
を
最
も
徹
底
的
に
取
り
入
れ
る
事
の
出
来
た
の
は
レ
ー
ニ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
戦

争
と
政
治
と
の
連
関
に
就
い
て
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
理
論
を
、
交
戦
国
内
部
の
階
級
闘
争
に
対
し
て
迄
も

延
長
し
た
。

　

ま
た
、
馬
込
は
鷗
外
の
訳
文
に
つ
い
て
、

稍や
や

古
体
に
属
し
、
現
代
の
多
数
の
読
者
に
は
、
宛あ
た
かも
漢
文
を
解
読
す
る
が
如
き
感
あ
る
を
免
れ
な
い
。

と
指
摘
し
、
新
た
に
訳
出
を
試
み
た
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。
馬
込
の
訳
書
は
、
ほ
ど
な
く
一
九
三
三
年
に
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岩
波
文
庫
に
収
録
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
兵
書
で
、
か
つ
内
容
も
記
述
も
、
と
も
に
難
解
な
『
大
戦
学
理
』
を
一
般
人
が
読
ん
だ
と
は

到
底
考
え
に
く
く
、『
大
戦
学
理
』
は
「
情
報
」
と
い
う
こ
と
ば
の
普
及
に
ほ
と
ん
ど
寄
与
し
な
か
っ
た
と
み
て

よ
い
。『
大
戦
学
理
』
の
中
で
、
鷗
外
が
訳
出
し
た
部
分
が
岩
波
書
店
の
『
鷗
外
全
集
』
第
三
四
巻
に
収
録
さ
れ
、

出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
で
、
一
般
の
人
が
普
通
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の

後
に
な
る
。

「
情
報
」
を
用
い
た
作
品

　

他
に
、「
情
報
」
と
い
う
語
を
用
い
た
鷗
外
の
作
品
と
し
て
、
年
代
順
に
、『
朝
寐ね

』〔
一
九
〇
六
年
〕、『
脚
本

「
プ
ル
ム
ウ
ラ
」
の
由
来
』〔
一
九
〇
九
年
〕、『
藤ふ
じ

鞆ど
も

絵え

』〔
一
九
一
一
年
〕、『
大
塩
平
八
郎
』〔
一
九
一
四
年
〕
お
よ

び
『
渋
江
抽ち
ゆ
う

斉さ
い

』〔
一
九
一
六
年
〕
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
中
の
『
藤
鞆
絵
』
で
は
、「
情
報
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
佐
藤
と
い
う
主
人
公
が
待
合
で
酒

を
飲
ん
で
い
た
時
に
、
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
若
い
芸
者
が
前
に
き
て
、「
あ
ら
、
し
ば
ら
く
」
と
声
を
か
け
る
。

全
然
見
覚
え
の
な
い
人
な
の
で
び
っ
く
り
す
る
が
、
こ
の
時
の
よ
う
す
を
、

か
う
云
ふ
不ふ

慮り
よ

な
出
来
事
は
、
丁
度
軍
隊
の
指
揮
官
が
部
下
の
大
勢
ゐ
る
前
で
、
予
期
し
て
ゐ
な
い
情
報
を
得

た
時
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
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と
描
写
し
て
い
る
。

　

ど
こ
で
会
っ
た
の
か
、
と
ん
と
思
い
出
せ
な
い
の
で
、
交
わ
す
会
話
の
中
か
ら
一
生
懸
命
に
手
が
か
り
を
さ
ぐ

り
出
そ
う
と
す
る
。「
あ
な
た
あ
れ
き
り
手
紙
も
下
さ
ら
な
か
っ
た
の
ね
。
随
分
だ
わ
」
の
「
あ
れ
」
と
い
う
語

に
「
第
二
の
情
報
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、「
わ
た
し
、
あ
の
時
お
話
し
た
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
」
の
「
あ
の

時
」
か
ら
「
第
三
の
情
報
」
を
得
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
周
り
か
ら
「
お
安
く
な
い
ね
」
と
か
ら
か
わ
れ
る
が
、

そ
れ
で
も
ま
だ
思
い
出
せ
な
い
。
実
は
芸
者
が
、
着
物
の
紋
が
同
じ
藤
鞆
絵
だ
っ
た
佐
藤
を
身
代
わ
り
に
し
て
、

遠
く
離
れ
て
い
る
人
に
い
い
た
い
こ
と
を
い
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

他
の
作
品
を
見
る
と
、『
朝
寐
』
で
は
「
情
報
課
の
参
謀
」、『
脚
本
「
プ
ル
ム
ウ
ラ
」
の
由
来
』
で
は
「
信し
ん

度ど

国
王
ダ
ア
ヒ
ル
は
、
長
男
ゲ
シ
ユ
ヤ
の
情
報
を
得
て
軍
議
を
凝こ
ら

し
た
が
」、『
大
塩
平
八
郎
』
で
は
「
土
井
の
二
度

の
巡
見
の
外
、
中
川
、
犬
塚
の
両
目
附
は
城
内
所
々
を
廻
つ
て
警
戒
し
、
又
両
町
奉
行
所
に
出
向
い
て
情
報
を
取

つ
た
」、『
渋
江
抽
斉
』
で
は
「
戦
争
は
既
に
所
々
に
起
っ
て
、
飛
脚
が
日
ご
と
に
情
報
を
齎も
た
らし
た
」
と
い
う
表
現

が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
情
報
」
は
一
作
品
に
一
度
現
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
用
例
を
見
る
と
、
鷗
外
は
「
情
報
」
を
軍
事
用
語
と
し
て
か
な
り
意
識
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
右
に
示
し
た
作
品
は
す
べ
て
北
清
事
変
か
ら
か
な
り
年
数
が
経
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

「
情
報
」
の
出
現
回
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、「
情
報
」
と
い
う
こ
と
ば
の
普
及
に
対
す
る
鷗
外
の
貢
献
度
は
か
な

り
低
い
と
み
な
ざ
る
を
得
な
い
。
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作
家
等
の
用
例

　

当
時
の
作
家
達
が
書
い
た
文
書
で
、「
情
報
」
の
用
例
を
探
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
発
行
の
雑
誌
『
太
陽
』
第
三
号
を
見
る
と
、
東
洋
史
学
者
に
な
っ
た
内
藤
湖こ

南な
ん

が

﹃
清
朝
興
衰
の
関か
ん

鍵け
ん

﹄
の
中
で
情
報
の
伝
達
速
度
に
ふ
れ
、「
情
報
の
快
速
と
補
充
の
整
備
を
以
て
勝
を
全
局
に
決

し
」
と
か
、「
浙せ
つ

江こ
う

は
三
千
三
百
清
里
に
し
て
、
四
日
に
て
達
す
る
情
報
は
豈あ

に
電
報
な
き
時
代
に
於
て
、
最も
つ

神と
も

速す
み
や
かの
者
と
せ
ざ
る
ら
ん
や
」
と
記
述
し
て
い
る
。

　

小
説
で
初
め
て
「
情
報
」
を
使
っ
た
の
は
鷗
外
だ
、
と
書
い
た
本
も
あ
る
が
、
一
九
〇
六
（
同
三
九
）
年
一
一

月
発
行
の
雑
誌
『
心
の
花
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
朝
寐
』
以
前
に
出
版
さ
れ
た
軍
事
小
説
で
、
す
で
に
「
情
報
」
が

使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
戦
争
小
説
家
と
し
て
人
気
を
博
し
た
江え

見み

水す
い

蔭い
ん

が
一
九
〇
四
（
同
三
七
）
年
に
書
い

た
『
軍
事
小
説　

武
装
の
巻
』〔
博
文
館
〕
に
は
、

五
千
の
露
兵
、
韓
境
を
犯
し
、
続
々
前
進
し
て
来き

た

ら
ん
と
の
情
報
は
、
櫛く
し

の
歯
を
引
く
が
如
く
に
来
つ
て
、
城
じ
よ
う

津し
ん

居
留
民
の
耳
に
伝
は
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
表
現
が
あ
る
。
ま
た
、
博
文
館
か
ら
従
軍
記
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
田
山
花か

袋た
い

の
『
第
二
軍
従
征
日
記
』

〔
一
九
〇
五
年
、
博
文
館
〕
に
、
次
に
示
す
よ
う
に
「
状
報
」
の
用
例
が
あ
る
。
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近
く
ま
で
行
つ
た
憲
兵
や
、
司
令
部
か
ら
遣や

つ
て
来
た
伝
騎
な
ど
の
状
報
か
ら
段
々
先
方
の
状
況
を
綜
合
し
て

見
る
と
、
何ど

う
も
戦
闘
が
明
日
も
続
き
相そ
う

で
あ
る
。

　

一
九
〇
四
（
同
三
七
）
年
に
「
勤
王
の
母
」
と
呼
ば
れ
た
松
尾
多た

勢せ

子こ

の
伝
記
が
公
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い

る
〔
清
水
謹
一
『
勤
王
女
傑
贈
正
五
位　

松
尾
多
勢
子
』〕。
信
濃
の
伊
那
地
方
の
山
間
に
住
ん
で
い
た
多
勢
子
は
、
尊

皇
の
論
が
盛
ん
に
な
り
、
予か
ね

て
交
流
の
あ
っ
た
諸
藩
の
志
士
か
ら
頻
繁
に
上
京
を
促
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
八

六
二
（
文
久
二
）
年
に
夫
敦じ
ゆ
ん

斉さ
い

の
許
可
を
も
ら
っ
て
京
都
へ
赴
く
。
こ
の
時
多
勢
子
は
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
す
を
描
写
し
た
の
が
第
七
章
で
あ
る
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
刀と
う

自じ

情
報
に
接
し
て
上
京
す
」
で
、「
情

報
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

他
に
作
家
で
は
、
二
葉
亭
四
迷
も
「
情
報
」
を
用
い
て
お
り
、
日
記
に
は
「
監
督
公
使
館
及
山
根
将
軍
を
訪
問

す
と
て
出
て
行
く
、
こ
れ
に
托
し
て
昨
夜
の
情
報
を
山
根
将
軍
ニ
致
す
」
と
い
う
表
現
を
、
ま
た
遺
稿
に
「
亜ア

細ジ

亜ア

ニ
於
テ
政
治
上
尤も
つ
とモ
重
要
ノ
地
方
少
カ
ラ
ス
、
而
シ
テ
此
等
ノ
地
方
ヨ
リ
情
報
ヲ
我
ニ
齎
シ
来
ル
者
ハ
、
偶た
ま

々た
ま

派
遣
セ
ラ
レ
タ
ル
将
校
ト
学
術
遠
征
隊
ト
ニ
過
キ
ス
シ
テ
」
と
い
う
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。


